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験・実習の時間は第 3 限( 12:15 )から第 6 限( 18:00 )
までである。実験・実習のテーマは下記の通り、第 1





第 3 回目：モール塩の定性分析(組成の確認) 









第 9 回目：中和滴定による酢酸の酸解離定数測定 
第 10 回目：メチルレッドの酸解離定数測定 
第 11 回目：パラニトロアニリンレッド(ナフトール
染料)の合成と染色 
















































っておく。蒸留装置はバンステッド型(写真 2 )で 1 




































































































写真 5. 実験風景 
写真 3. 準備の様子 
上段左：トングス( 46 個)、上段右：るつぼマッフル( 46
組)、中段左：ガラス製洗瓶用パーツ( 46 組)、中段右：
分析天秤 12 台、下段左：塩酸(各部屋 6 本)、 
下段右：廃液用ポリタンク(各部屋 1 個) 
84
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2.2  物理学実験 
物理学実験は応用理工学類の 1 年次を対象に行っ
ている必修科目である。秋学期の水曜、木曜、金曜
の 12時 15分から 18時までである。カリキュラム上、
システム情報工学類と共同で行っており、システム
情報工学等技術室の職員と連携している。受講者数
は 260 名で一班 6~8 名で実験する。実験テーマは、 
1. ガイダンス 誤差論 2. 測定法 3. 偏光 4. 高
温超伝導体の電気抵抗 5. 磁場中での電子の運動 
6. 物体の比熱、7. 振子の振動、8. 計算機シミュレ
ーション、9. ヤング率、10. 光の干渉・回折、 
11. 等電位線、12. 磁化特性、13. 14. オシロスコー









































 写真 8. 超伝導体測定装置（超伝導体部分） 
 



























2.3  応用理工学実験 
応用理工学実験は応用理工学類の 2 年次を対象
に行っている必修科目である。実験時間は通年で火
曜日の 3 限から 5 限である。応用理工学類の各専
門分野への入門として、固体、電気、物質、光等に
関する基礎的実験を行う。 
1. 論理回路、2. 電子回路、3.製図、4. 気体の状態
変化、5. 化学反応、6. 金属の相転移、7. スペクト
ル測定、8. 放射線計測、9. 物質の電気伝導 の 9
テーマで行われ、各テーマにつき 3 回ずつの実験を
行う。学年を 9 班に分け、春学期に 4 テーマの実








実験は 4 部屋に分かれ、担当教員 4 名、技術職















転記ミスをなくすために ExcelVBA で作成した。 













































































写真 11. 金属の相転移実験装置 
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らの X 線( 6 keV)を用いて X 線画像計測の基礎を学
ぶ。実験の準備として、インクジェットプリンター














































































2.4  専攻実験(物性・分子工学専攻) 
物性・分子工学の専攻実験は応用理工学類の 3 年
次を対象に行っている必修科目である。木曜の 12










































































られ、従来どおりに html 版と pdf 版を作成した。 
 
平成 25 年度に更新または追加した項目 
｢化学類パンフレット｣は毎年更新 
｢お知らせ｣は毎年更新 
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We have reported the supports for education by technical staff members of the Technical Service Office for Pure 
and Applied Sciences in the University of Tsukuba. The supports are preparation of samples, maintenance of 
experimental apparatus, guidance of laboratory technics and clearing of the laboratory as well as care of web pages and 
explanation of the College of Engineering Sciences. We have also reported the future view of the supports. 
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